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次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証 

（
地
域
振
興
課
）　

　

一

〇
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号
（
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
地
域
の
指

　

定
及
び
規
制
基
準
の
設
定
）
の
一
部
改
正 

（
環
境
対
策
課
）　

　

一

〇
昭
和
五
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
百
十
一
号
（
振
動
規
制
法
に
基
づ
く
地
域
の
指
定
及

　

び
規
制
基
準
の
設
定
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
五
号
（
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
規
制
地
域
の
指

　

定
及
び
臭
気
指
数
の
規
制
基
準
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
の
縦
覧
（
二
件
） 

（
農
村
整
備
課
）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
三
件
） 

（
道　

路　

課
）　

　

二

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
）　

　

三

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

三

 
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
制
限 

四

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

柴
田
町

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

柴
田
町
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　
　

柴
田
町
大
字
船
迫
字
弁
天
、
同
字
新
朴
木
、
同
字
泥
田
、
同
字
大
石
前

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
一
号

　

昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号
（
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
地
域
の
指
定
及
び
規
制
基
準
の
設
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
中
「
、
大
崎
市
」
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
二
号

　

昭
和
五
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
百
十
一
号
（
振
動
規
制
法
に
基
づ
く
地
域
の
指
定
及
び
規
制
基
準
の
設
定
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
中
「
、
大
崎
市
」
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
三
号

　

平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
五
号（
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
規
制
地
域
の
指
定
及
び
臭
気
指
数
の
規
制
基
準
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
中
「
、
大
崎
市
」
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事
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業
東
和
地
区
（
川
端
分
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二

第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
登
米
市
東
和
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
東
和
地
区
（
吉
田
分
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二

第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
登
米
市
東
和
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
本
吉
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
気
仙
沼
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道
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二　

路　

線　

名　

仙
台
岩
沼
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

河
南
築
館
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

文
字
上
尾
松
線

三　

道
路
の
区
域

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

み
や
ぎ
ハ
イ
パ
ー
ウ
ェ
ブ
新
通
信
網
サ
ー
ビ
ス　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

企
画
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課　

宮
城
県
仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

三　

落
札
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

東
北
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
通
信
株
式
会
社　

仙
台
市
青
葉
区

一
番
町
三
丁
目
七
番
一
号

五　

落
札
金
額　

二
億
千
七
百
四
十
万
四
千
七
百
三
十
六
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
き　

随
意
契
約

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
三
年
二
月
八
日

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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変

更

の

区

間

岩
沼
市
南
長
谷
字
玉
崎
八
四
番
四
地
先
か
ら

同
市
南
長
谷
字
玉
崎
一
五
〇
番
二
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

二
四
・
〇
〜

 

四
五
・
〇

一
五
・
〇
〜三
六
・
〇

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
七
・
〇

一
二
七
・
〇

変

更

の

区

間

栗
原
市
瀬
峰
清
水
沢
六
一
番
三
地
先
か
ら

同
市
瀬
峰
清
水
沢
六
一
番
三
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

七
・
五
〜

 

二
二
・
一

　

七
・
七
〜二
六
・
〇

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
七
三
・
四

一
七
三
・
四

変

更

の

区

間

栗
原
市
栗
駒
文
字
新
田
沖
一
〇
六
番
地
先
か
ら

同
市
栗
駒
文
字
上
山
神
五
七
番
二
地
先
ま
で

栗
原
市
栗
駒
文
字
新
田
沖
一
二
六
番
地
先
か
ら

同
市
栗
駒
文
字
新
田
沖
一
二
七
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

三
・
五
〜

 

五
・
七

　

四
・
四
〜一
三
・
八

　

八
・
五
〜

 

一
〇
・
九

　

九
・
四
〜一
一
・
一

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
四
五
・
五

一
四
五
・
五

五
〇
・
四

五
〇
・
四

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
　

岩
沼
市
桑
原
四
丁
目
十
番
四
、
二
十
五
番
四
、
百
五
十



　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
一
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
地
先
海
面
に
お

け
る
総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
を
使
用
す
る
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
（
ま
ぐ
ろ
、
か
じ
き
、
か
つ
お
、
さ
め

等
の
採
捕
を
目
的
と
す
る
流
し
網
漁
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
操
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

一　

制
限
期
間

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二　

操
業
の
承
認

　

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
操
業
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
漁
船
ご
と
に
、
別
記
平
成
二
十
三
年
度
か
じ
き
等

流
し
網
漁
業
操
業
承
認
事
務
取
扱
要
領
（
以
下
「
要
領
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
宮
城
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三　

操
業
の
承
認
の
対
象

　
　

次
の
１
又
は
２
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
。
た
だ
し
、
委
員
会
が
漁
業
調
整
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場

　

合
に
は
承
認
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

１　

前
年
度
に
お
い
て
承
認
を
受
け
て
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営
み
、
か
つ
、
宮
城
県
内
の
港
に
漁
獲
物
を
陸
揚

げ
し
た
実
績
を
有
す
る
者

２　

そ
の
他
委
員
会
が
認
め
た
者

四　

漁
獲
物
の
陸
揚
制
限

　

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
操
業
す
る
者
は
、
原
則
と
し
て
、
本
県
の
漁
港
に
漁
獲
物
を
水
揚
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

五　

操
業
の
承
認
の
条
件
及
び
制
限

　
　

操
業
の
承
認
に
は
、
次
の
条
件
を
付
す
る
。

１　

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
に
際
し
、
承
認
証
を
当
該
漁
船
に
備
え
付
け
る
こ
と
。

２　

操
業
の
承
認
を
受
け
た
漁
船
に
は
、操
業
期
間
中
別
記
様
式
第
一
号
の
標
識
を
船
橋
の
両
側
に
表
示
す
る
こ
と
。

３　

禁
止
区
域

　

次
の
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
オ
、
カ
及
び
キ
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
と
、
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

域
の
う
ち
、
宮
城
県
の
地
先
海
面
に
お
い
て
は
、
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
操
業
し
て
は
な
ら
な
い
。

ア　

岩
手
県
大
船
渡
市
首
崎
突
端

イ　

岩
手
県
大
船
渡
市
首
崎
突
端
正
東
十
海
里
の
点

ウ　

宮
城
県
気
仙
沼
市
御
崎
突
端
正
東
十
海
里
の
点

エ　

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
崎
突
端
正
東
十
海
里
の
点

オ　

宮
城
県
石
巻
市
金
華
山
頂
上
正
東
十
海
里
の
点

カ　

宮
城
県
と
福
島
県
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
正
東
二
十
五
海
里
の
点

キ　

宮
城
県
と
福
島
県
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

４　

漁
具
の
制
限

�
　

宮
城
県
地
先
海
面
で
使
用
す
る
漁
具
の
総
延
長
は
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
り
、
か
つ
、
網
目
は
十
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
　

二
枚
以
上
の
網
地
を
重
ね
合
わ
せ
た
流
し
網
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

５　

漁
具
の
標
識

　
　
　

敷
設
し
た
流
し
網
の
次
に
掲
げ
る
浮
標
は
、
水
面
上
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
　

両
端
部
の
浮
標

　
　

昼
間
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
標
識
及
び
レ
ー
ダ
ー
反
射
板
（
金
属
性
の
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。）、
夜
間
に
あ
っ
て
は
白
色
の
灯
火
及
び
レ
ー
ダ
ー
反
射
板

�
　

中
間
部
の
お
お
む
ね
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
浮
標

　
　

昼
間
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
標
識
、
夜
間
に
あ
っ
て
は
白
色
の
灯
火

�
　
�
及
び�
の
灯
火
は
夜
間
に
お
い
て
視
界
が
良
好
な
場
合
に
、
少
な
く
と
も
二
海
里
離
れ
た
所
か
ら
視
認
さ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

四
番
六
及
び
百
六
十
七
番
五

 

岩
沼
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
御
林
三
番
八
十
一

　

多
賀
城
市
八
幡
三
丁
目
六
番
二
十
一
号　
　
　
　
　
　

 

株
式
会
社
多
賀
城
ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー



　

６　

塗
装
し
な
い
船
舶
の
使
用
禁
止

　

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
使
用
す
る
船
舶
は
、
船
橋
の
周
囲
を
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
帯
状
に
黒
色
で

塗
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７　

１
か
ら
６
ま
で
の
条
件
及
び
制
限
の
ほ
か
、
特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
平
成
六
年
農

林
水
産
省
令
第
五
十
四
号
）
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

８　

漁
獲
成
績
報
告
書
の
提
出
の
義
務

　

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
終
了
後
一
か
月
以
内
に
漁
獲
成
績
報
告
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

六　

承
認
の
取
消
し

　
　

こ
の
指
示
に
違
反
し
た
場
合
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

平
成
二
十
三
年
度
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
操
業
承
認
事
務
取
扱
要
領

　

（
操
業
の
承
認
申
請
）

第
一　

操
業
の
承
認
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
操
業
承
認
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を
そ

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
地
方
振
興
事
務
所
を
経
由
し
、
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号　

宮
城
県
農
林
水
産
部
水
産
業
振
興
課
内
。
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　

な
お
、
県
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
が
操
業
承
認
申
請
す
る
場
合
は
、
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

の
副
申
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

操
業
承
認
申
請
書
の
受
理
期
間
は
、
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
制
限
に
関
す
る
委
員
会
指
示
（
以
下
「
委
員
会
指

示
」
と
い
う
。）
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日
ま
で
と
す
る
。

３　

操
業
承
認
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

�
　

操
業
承
認
申
請
一
覧
表
（
様
式
第
二
号
）

�
　

委
員
会
指
示
三
の
１
に
該
当
す
る
者
は
水
揚
仕
切
書
写
、
漁
獲
物
陸
揚
証
明
書
（
様
式
第
三
号
）、
そ
の
他
の
者

は
申
請
理
由
書

�
　

印
鑑
証
明
書

�
　

漁
船
原
簿
謄
本

�
　

年
間
事
業
計
画
書
（
様
式
第
四
号
）

�
　

共
同
申
請
の
場
合
は
、
代
表
者
選
定
届
及
び
申
請
理
由
書

�
　

用
船
の
場
合
は
、
船
舶
使
用
承
諾
書
及
び
申
請
理
由
書

�
　

代
船
の
場
合
は
、
旧
船
の
廃
業
届
又
は
抹
消
漁
船
原
簿
謄
本

�
　
�
〜�
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

（
承
認
証
の
交
付
）

第
二　

委
員
会
は
、
操
業
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
次
の
表
の
下
欄
に
揚
げ
る
漁
港
で
、
当
該
承
認
に
係
る
漁
船
（
漁

ろ
う
装
置
、
漁
網
を
含
む
。）
を
確
認
の
上
、
操
業
承
認
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
承
認
証
」
と
い
う
。）
を
申
請

者
又
は
操
業
責
任
者
に
交
付
す
る
。

２　

承
認
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
承
認
証
の
交
付
を
希
望
す
る
漁
港
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
地
方
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
部
に
連
絡
の
上
、
承
認
証
交
付
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
を
提
出
し
、
そ
の
指

示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
承
認
証
の
書
換
え
交
付
）

第
三　

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
承
認
証
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
操
業
承
認
証
書

換
交
付
申
請
書
（
様
式
第
七
号
）
を
委
員
会
に
提
出
し
、
書
換
え
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

前
号
の
場
合
に
は
、
第
一
の
３
の�
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　

（
承
認
証
の
再
交
付
）

第
四　

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
承
認
証
を
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
操
業
承
認
証
再
交

付
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
を
委
員
会
に
提
出
し
、
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
漁
獲
成
績
報
告
書
の
様
式
）

第
五　

委
員
会
指
示
五
の
８
に
定
め
る
漁
獲
成
績
報
告
書
は
、
様
式
第
九
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（別
記

）

指
示
様
式
第
１
号

　
　
　

１
文
字
及
び
数
字

（承
認
番
号

）の
大
き
さ
は

８
セ
ン
チ
メ

ト
ル
以
上
と
し

太
さ
は
1.5

   セ
ン
チ

メ
ト
ル
以
上
と
す
る

。

２
文
字
数
字

（承
認
番
号

）及
び
枠
は
夜
光
塗
料
を
配
合
し
た
朱
色
と
す
る

。

，
ー

，

ー

，
，

（5）　 平成23年３月１日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2236号　　 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興

事
務
所
水
産
漁
港
部

宮
城
県
東
部
地
方
振
興

事
務
所
水
産
漁
港
部

宮
城
県
気
仙
沼
地
方
振

興
事
務
所
水
産
漁
港
部

塩
釜
市
新
浜
町
一
丁
目
九－

一

　

電
話　

〇
二
二－

三
六
五－

〇
一
九
一

石
巻
市
東
中
里
一
丁
目
四－

三
十
二

　

電
話　

〇
二
二
五－

九
五－

一
四
一
一

気
仙
沼
市
港
町
四
九
九

　

電
話　

〇
二
二
六－

二
二－

六
八
二
五

塩　
　

釜　
　

港

女　
　

川　
　

港

石　
　

巻　
　

港

気　

仙　

沼　

港

志　

津　

川　

港

宮
か
じ
き
第

号



指
示
様
式
第
２
号

１
標
識
は
黄
色
の
布
地
と
す
る

。

２
標
識
の
大
き
さ
は
縦
横
と
も
80   セ

ン
チ
メ
ト
ル
と
す
る

。

，

，
ー

第2236号　平成23年３月１日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）

船
名

根
拠
地
名

要
領
様
式
第
１
号

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
操
業
承
認
申
請
書

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
長
　
殿

住
　
　
所

氏
　
　
名
 

�
　
　
　

住
　
　
所

氏
　
　
名
 

�
　
　
　

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
操
業
の
承
認
を
受
け
た
い
の
で
，
下
記
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

記

１
　
操
業
期
間
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

２
　
操
業
区
域
　
宮
城
県
地
先
海
面

３
　
使
用
船
舶

　
�
　
船
　
　
名

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

　
�
　
漁
船
登
録
番
号

　
�
　
総
ト
ン
数

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

　
�
　
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｓ
又
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト

４
　
承
認
証
交
付
希
望
港

（
Ａ
４
縦
）



（7）　 平成23年３月１日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2236号　　 
要
領
様
式
第
２
号

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
操
業
承
認
申
請
一
覧
表

年
月

日

漁
業
協
同
組
合
長

�

（支
所
運
営
委
員
長

）　

　

※
印
は
記
入
し
な
い
こ
と

。

（Ａ
４
横

）

※
承
認
番
号

漁
船
登
録
番
号

船
名

総
ト
ン
数

馬
力
数

操
業
期
間

申
請

者

住
所

氏
名

承
認
証

交
付

希
望
港

前
年
度

承
認
番
号

※
前
年
度

実
績
の

有
無



第2236号　平成23年３月１日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （8）
要
領
様
式
第
３
号

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
漁
獲
物
陸
揚
証
明
書

年
　
　
月
　
　
日
　
　

宮
城
県
　
　
　
　
魚
市
場
　
�
　
　
　

　
下
記
の
と
お
り
当
市
場
に
陸
揚
げ
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

記

１
　
船
　
　
名
 

　
丸

２
　
漁
船
登
録
番
号
　
　
　
　
　
　
　

３
　
総
ト
ン
数

 
 

ト
ン

４
　
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数
 

Ｐ
Ｓ
又
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト

５
　
所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名

６
　
陸
揚
実
績
表

（
Ａ
４
縦
）

項
目

月
日月

日

月
日

月
日

月
日

月
日

魚
種

別
漁

獲
高

ま
ぐ
ろ�円�円�円�円�円

か
じ
き�円�円�円�円�円

か
つ
お�円�円�円�円�円

そ
の
他�円�円�円�円�円

合
計

�円�円�円�円�円

要
領
様
式
第
４
号

年
　
　
間
　
　
事
　
　
業
　
　
計
　
　
画
　
　
書

　
　
　
船
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
　
　
　
　
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ａ
４
縦
）

　
　
合
　
　
計

 
漁
業

 
漁
業

 
漁
業

 
漁
業
種
類

区
　
　
分

漁
獲
物
の
種
類

操
業

期
間

操
業

日
数

航
　
　
 海
 　
　
数

漁
獲
予
想
数
量

漁
獲
予
想
金
額

乗
組

員
数

人
件

費

 所　　要　　経　　費

燃
料

費

　
費

　
費

　
費

　
費

合
計



（9）　 平成23年３月１日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2236号　　 
要
領
様
式
第
５
号

（
表
）

宮
か
じ
き
第
　
　
　
　
　
号
　
　
　

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
操
業
承
認
証

 
住
　
　
所

 
氏
　
　
名

 
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
か
ら

１
　
操
業
期
間

 
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
ま
で

２
　
操
業
区
域
　
　
　
　
宮
城
県
地
先
海
面

３
　
使
用
船
舶

　
�
　
船
　
　
　
　
名

 
 

丸

　
�
　
漁
船
登
録
番
号

　
�
　
総
ト
ン
数

 
 

ト
ン

　
�
　
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数
　
ジ
ー
ゼ
ル
 

Ｐ
Ｓ
又
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト

４
　
条
件
及
び
制
限
（
裏
面
記
載
の
と
お
り
）

 
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

 
　
　
　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

 
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
　
長
 

�
　
　
　

（
Ａ
４
縦
）

要
領
様
式
第
５
号

（
裏
）

条
　
件
　
及
　
び
　
制
　
限

１
　
操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
，
操
業
に
際
し
，
承
認
証
を
当
該
漁
船
に
備
え
付
け
る
こ
と
。

２
　
操
業
の
承
認
を
受
け
た
漁
船
に
は
，操
業
期
間
中
別
記
様
式
第
１
号
の
標
識
を
船
橋
の
両
側
に
表
示
す
る
こ
と
。

３
　
禁
止
区
域

　
次
の
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
オ
，
カ
及
び
キ
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
と
，
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

域
の
う
ち
，
宮
城
県
の
地
先
海
面
に
お
い
て
は
，
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
操
業
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
ア
　
岩
手
県
大
船
渡
市
首
崎
突
端

　
イ
　
岩
手
県
大
船
渡
市
首
崎
突
端
正
東
10海

里
の
点

　
ウ
　
宮
城
県
気
仙
沼
市
御
崎
突
端
正
東
10海

里
の
点

　
エ
　
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
崎
突
端
正
東
10海

里
の
点

　
オ
　
宮
城
県
石
巻
市
金
華
山
頂
上
正
東
10海

里
の
点

　
カ
　
宮
城
県
と
福
島
県
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
正
東
25海

里
の
点

　
キ
　
宮
城
県
と
福
島
県
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

４
　
漁
具
の
制
限

�
　
宮
城
県
地
先
海
面
で
使
用
す
る
漁
具
の
総
延
長
は
12キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
り
，
か
つ
，
網
目
は
15セ

ン

チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
　
２
枚
以
上
の
網
地
を
重
ね
合
わ
せ
た
流
し
網
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

５
　
漁
具
の
標
識

　
　
敷
設
し
た
流
し
網
の
次
に
掲
げ
る
浮
標
は
，
水
面
上
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
�
　
両
端
部
の
浮
標
　

　
昼
間
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
２
号
に
よ
る
標
識
及
び
レ
ー
ダ
ー
反
射
板
（
金
属
性
の
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。），
夜
間
に
あ
っ
て
は
白
色
の
灯
火
及
び
レ
ー
ダ
ー
反
射
板

　
�
　
中
間
部
の
お
お
む
ね
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
浮
標
　

　
　
　
昼
間
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
２
号
に
よ
る
標
識
，
夜
間
に
あ
っ
て
は
白
色
の
灯
火

�
　
�
及
び
�
の
灯
火
は
夜
間
に
お
い
て
視
界
が
良
好
な
場
合
に
，
少
な
く
と
も
２
海
里
離
れ
た
所
か
ら
視
認
さ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
塗
装
し
な
い
船
舶
の
使
用
禁
止

　
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
使
用
す
る
船
舶
は
，
船
橋
の
周
囲
を
30セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
帯
状
に
黒
色
で
塗

装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

７
　
１
か
ら
６
ま
で
の
条
件
及
び
制
限
の
ほ
か
，
特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
平
成
６
年
農

林
水
産
省
令
第
54号

）
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
漁
獲
成
績
報
告
書
の
提
出
の
義
務

　
操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
，
操
業
終
了
後
１
か
月
以
内
に
漁
獲
成
績
報
告
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

９
　
承
認
の
取
消
し

　
　
こ
の
指
示
に
違
反
し
た
場
合
は
，
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。



第2236号　平成23年３月１日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （10）
要
領
様
式
第
６
号

承
　
認
　
証
　
交
　
付
　
申
　
請
　
書

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
地
方
振
興
事
務
所
長
　
殿

　
　
（
水
産
漁
港
部
扱
い
）

 
船
主
又
は
操
業
責
任
者

 
　
　
　
住
　
所

 
　
　
　
氏
　
名
 

�
　
　

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
宮
漁
委
第
　
　
　
号
で
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
操
業
の
承
認
を
受
け
ま
し
た

が
，
出
漁
の
準
備
が
完
了
し
た
の
で
，
確
認
の
上
承
認
証
の
交
付
を
受
け
た
く
下
記
に
よ
り
申
請
し
ま
す
。

 
記

　
１
 
 承
認
番
号
 
宮
か
じ
き
第
 

号

　
２
 
 船

名
 
 

丸

　
３
 
 漁
船
登
録
番
号
 

　
４
 
 総
ト
ン
数
 
 

ト
ン

　
５
 
 希
望
日
時
 
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　
時

　
６
 
 交
付
希
望
港
 
 

港

　
７
 
 そ

の
他
 
（
連
絡
先
等
）

（
Ａ
４
縦
）

要
領
様
式
第
７
号

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
長
　
殿

 
住
　
所

 
氏
　
名
 

�
　

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
操
業
承
認
証
書
換
交
付
申
請
書

　
先
に
交
付
を
受
け
た
承
認
証
の
記
載
事
項
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
い
の
で
，
書
換
え
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

記

　
１
　
承
認
番
号

 
　
　
宮
か
じ
き
第
 

号

　
２
　
船
　
　
名

 
 

丸

　
３
　
記
載
事
項

 

　
４
　
書
換
を
必
要
と
す
る
理
由

（
Ａ
４
縦
）

変
更

前
変

更
後



（11）　 平成23年３月１日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2236号　　 
要
領
様
式
第
８
号

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
長
　
殿

 
住
　
所

 
氏
　
名
 

�
　

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
操
業
承
認
証
再
交
付
申
請
書

　
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
操
業
承
認
証
を
滅
失
（
き
損
）
し
た
の
で
，
再
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

記

　
１
　
承
認
番
号

 
　
　
宮
か
じ
き
第
 

号

　
２
　
船
　
　
名

 
 

丸

　
３
　
滅
失
（
き
損
）
の
理
由

（
Ａ
４
縦
）



第2236号　平成23年３月１日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （12）
要
領
様
式
第
９
号

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
漁
獲
成
績
報
告
書

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
長
殿

陸
　
　
　
　
　
揚
　
　
　
　
　
港

通
常
従

業
員
数

漁
法

Ｐ
　Ｓ
　又
　は

キ
ロ
ワ
ッ
ト

ト
　
ン
　
数

漁
船
登
録
番
号

整
理
番
号

漁
業
種
類

県
名

様
　
式
　
番
　
号

36～
38

33～
35

31・
32

30
26～

29
21～

25
16～

20
13～

15
11・

12
９
・
10

７
・
８

２
～
６

１

港
港

＊
＊

＊
＊

３
４

＊
＊

０
０

２
１

６
１

１
＆

操
業
日
数

航
海
日
数

52～
54

45～
51

42～
44

39～
41

＊
＊

＊
＊
～
＊

住
所

　
�

報
告
者
氏
名

　
丸

船
名

平
成
　
　
　

年
　
　
　

月
分

年
月
分
報
告

平
成
　
　

年
　
　

月
　
　

日
報
告
年
月
日

備
　
　
　
考

魚
　
　
　
種
　
　
　
別
　
　
　
漁
　
　
　
獲
　
　
　
量
　
　
　
（
尾
　
　
　
数
）

網
投
　
　
網
　
　
位
　
　
置
　
　
等

投
網
年
月
日

そ
の
他

あ
　
ろ

つ
な
す

し
　
ま

が
つ
お

よ
し
き
り

ざ
　
　
め

も
う
か
ざ
め

（
ね
ず
み
）

か
つ
お

ま
　
　
ぐ
　
　
ろ
　
　
類

か
　
　
　
じ
　
　
　
き
　
　
　
類

目
合
の

大
き
さ

（
�
）

１
反
の

長
さ

（
�
）

投
　
網

反
　
数

（
反
）

表
面
水
温

（
�
）

農
林
漁
区

経
　
度

西　経

東　経
緯
　
度

南　緯

北　緯
日

月
年

き
は
だ

め
ば
ち

び
ん
な
が

く
　
ろ

ま
ぐ
ろ

ふ
う
ら
い

か
 じ
 き

ば
し
ょ
う

か
 じ
 き

し
　
ろ

か
じ
き

く
　
ろ

か
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計

陸
　
揚
　
重
　
量
（
�
）

備
　
考

１
　
投
網
年
月
日
，
投
網
位
置
等
，
網
及
び
魚
種
別
漁
獲
量
の
欄
は
，
操
業
一
日
ご
と
に
記
入
す
る
こ
と
。

２
　
投
網
位
置
は
，
緯
経
度
又
は
農
林
漁
区
番
号
の
い
ず
れ
か
一
方
を
記
入
す
れ
ば
よ
い
。
ま
た
，
緯
経
度
は
分
の
単
位
ま
で
記
入
し
，
北
緯
，
南
緯
，
東
経
，
西
経
の
別
は
い
ず
れ
か
一
方
に
〇
印
を
つ
け
る
こ
と
。

３
　
＊
印
を
付
し
た
欄
は
，
記
入
し
な
い
こ
と
。


